



































































































































































































































































































































Section 1 Japanese Language
I. OVERALL OBJECTIVES
To develop in students the ability to properly express and accurately 
comprehend the Japanese language, to increase the ability to exchange 
their own ideas and opinions clearly, to develop cognitive and imaginative 
capacity and a sense of language, to deepen interest in the Japanese 



















の場合、英訳ではTo develop in students the ability to properly express 












Through mathematical activities, to help students deepen their understanding 
of fundamental concepts, principles and rules regarding numbers, quantities, 
geometrical figures and so forth, to help students acquire the way of 
mathematical representation and processing, to develop their ability to 
think and represent phenomena mathematically, to help students enjoy 
their mathematical activities and appreciate the value of mathematics, and 
to foster their attitude toward to making use of the acquired mathematical 
















To enable students to take an active interest in natural things and 
phenomena, and to carry out observations and experiments with a 
sense of purpose, while also fostering foundations for the ability to 
perform investigations scientiﬁcally and their positive attitude for doing 
so. To enable students to deepen understanding of natural things and 








To encourage pupils to cultivate their sentiments, a love for music as 
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well as enrich their sensitivity to music, develop fundamental abilities 
for musical activities and deepen understanding of music culture, 
through a wide variety of music-making and appraising activities.
　理科では、「生徒が自然の事物や現象に対して積極的な興味を持つのを可能
にさせること」（15）が目標の一つであり、音楽では「生徒たちに彼らの（豊かな）
情操を養うよう促す」（16）ことがポイントになっている。この場合、「積極的な
興味を持つ」または「情操を養う」主体がstudentsやpupilsといった形で示
されており、それを「可能にさせる」または「促す」主体が教師なのである。
　このような「英訳版」の表現に比べると、学習指導要領の日本語本文の表現
は行為の主体が明らかに曖昧である。特別活動の場合、日本語の表現としては、
「～を通して、○○を図り、△△を育てるとともに、□□を深め、××を養う」
という形式になっている。しかし、それらの動詞の主体・主語は判然としない。
あえて言えば、「特別活動の目標」における２つの大きな目標については、「心
身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい
生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる」主体は教師で
あり、「人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を
養う」主体は生徒である、と見ることができるであろう。従って、教師が主体
である表現と生徒が主体である表現が同一文の中に混在しているように思われ
る。もちろん、将来英訳する場合は、これでは困るので、おそらく、文の主語
は教師に統一して、studentsやpupilsという表現を適宜付加することになるだ
ろうが、だからといって、日本語本文における曖昧さが解消するわけではない。
　では、学習指導要領で主体の表現が曖昧であるということは何を意味してい
るのであろうか。それは、何よりも、教師と生徒の予想される行為が同一の方
向へ向かうという暗黙の前提があるということを示しているのではなかろう
か。さらに言うなら、教師と生徒の行為は一体化しており未分化であって、そ
れぞれ独立した主体としては捉えられておらず、両者が離反するなどとは想定
されていないと解釈することができるだろう。つまり、学習指導要領では、教
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師と生徒という２つの行為主体の一体化と相即不離性が暗黙の前提となってい
るように思われるのである（17）。
　なお、誤解のないように記しておくと、ここで学習指導要領における主体の
表現の曖昧さに注目しているのは、それが問題や欠点であるからではなく、む
しろ、そこに学習指導要領作成者の教育観が表出されているように思われるか
らである。主体の表現を曖昧にしているのは、日本語の特性を巧みに活用した
かなり意図的な操作なのではないかと思われてならない。
　以上で「特別活動の目標」の日本語表現に関する分析はおおよそできたので
はないかと考える。次に、その内容的分析が必要であるが、それは稿を改めて
おこないたい。
注
（１）学習指導要領には法的拘束性があるとされてから久しく、現在、学習指導要領
は「聖典」化されている。また、学習指導要領解説も公定の解釈であり、同様で
ある。このような事情で、特別活動に関する市販のテキストも、学習指導要領及
び学習指導要領解説の忠実な引用に終始する場合が多いように思われる。そこで、
本稿は単なる祖述ではなく、学習指導要領本文を解釈し、その意味を解明するよ
う極力、心がけたい。なお、今回、参照した参考文献は以下の通りである。
 　折出健二編『教師教育テキストシリーズ12　特別活動』、学文社、2008年
 　山口満、安井一郎編『改訂新版　特別活動と人間形成』、学文社、2010年
 　犬塚文雄編『新・教職課程シリーズ　特別活動論』、一藝社、2013年
 　北村文夫編『教科指導法シリーズ　指導法　特別活動』、玉川大学出版部、2011年
 　高橋哲夫ほか『特別活動研究　第三版』、教育出版、2010年
（２）学習指導要領の引用は、文部科学省のホームページまたは学習指導要領データ
ベース作成委員会（国立教育政策研究所内）が作成した学習指導要領データベー
スによる。なお、この２つの出典元においては、文部科学省ホームページ上の高
等学校学習指導要領のみに頁番号が存在し、それ以外の学習指導要領には頁番号
が存在しないので、引用した学習指導要領の該当箇所の頁数は示していない。
（３）学習指導要領解説及び中央教育審議会答申の引用は、文部科学省のホームペー
ジによる。なお、学習指導要領解説についていえば、市販の学習指導要領解説と
文部科学省ホームページ上の学習指導要領解説とは、出版年月日や頁の割り付け
に違いがある。本稿では、すべて引用元の文部科学省ホームページに従っている。
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（４）『中学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年７月、1-2頁。
（５）同上、３頁
（６）『小学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年８月、４頁
（７）『中学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年７月、４頁
（８）『高等学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成21年７月、３頁
（９）『中学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年７月、４頁
（10）『小学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年８月、８頁
（11）『中学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成20年７月、７頁
（12）『高等学校学習指導要領解説　特別活動編』、文部科学省、平成21年７月、５頁
（13）この点は、学習指導要領解説の説明にもかかわらず、「心身の調和のとれた発達
と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こう
とする自主的、実践的な態度を育てる」という表現を、「心身の調和のとれた発達
と個性の伸長を図り」と「集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築
こうとする自主的、実践的な態度を育てる」という２つの目標が列挙している表
現であると捉えることも可能だろう。その場合は、この部分は、①個人としての
資質を身に付けるという目標と、②集団や社会の成員としての資質を身に付ける
自主的、実践的な態度を育てるという目標の２つを示しているということになる。
但し、小学校学習指導要領解説における「特別活動は、『望ましい集団活動』を通
して、『心身の調和のとれた発達』、『個性の伸長』、『集団の一員としてよりよい生活
や人間関係を築』くなどの『自主的、実践的な態度』を育て」という説明から推
して、「心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り」も「自主的、実践的な態度
を育てる」につながっていると読むしかない。とはいえ、これは日本語表現とし
ては分かりにくいと思う。なぜなら、「心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
り」と「集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、
実践的な態度を育てる」は形式的には並列的記述になっているからである。おそ
らく、英訳する場合は、「心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り」を「自主的、
実践的な態度を育てる」につなげるのは難しいだろう。
（14）『中学校学習指導要領解説　国語編』、文部科学省、平成20年７月、13頁
（15）「英訳版」では、日本語本文の「自然の事物・現象に進んでかかわり」をかな
り意訳しているので、ここでは筆者が「英訳版」を直訳の日本語にしてみた。
（16）「英訳版」では、「豊かな」という肝心な語句が省略されている。
（17）この点は、生徒の「自主的、実践的な態度を育てる」ことや体験活動を重視し
ている学習指導要領の立場から見れば、非常に重要なポイントになると思われる。
生徒の「個性の伸長」とは何かという問題とともに、今後、さらに検討していきたい。
